
５
月
に
移
転
を
迎
え
る
本
社
社
屋
の
完
成
予
想
図
。

壁
面
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
掲
示
さ
れ
る

　
―
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
計
画
は
環
境
関

連
分
野
に
参
入
す
る
こ
と
で
事
業
を

拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
積
極
的
に
新

規
や
大
規
模
の
事
業
に
参
入
す
る
理

由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
秋
田
県
の
経
済
成
長
に
寄
与
し

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
秋

田
の
�
年
度
の
県
内
総
生
産
（名
目
）

は
約
３
兆
５
千
億
円
。こ
れ
に
対
し
、

隣
の
山
形
県
は
４
兆
２
千
億
円
超
で

す
。
例
え
ば
県
内
に
売
上
高
�
億
円

の
企
業
が
１
０
０
社
あ
る
と
し
て
、

こ
の
１
０
０
社
の
売
上
高
が
そ
れ
ぞ

れ
�
倍
の
１
０
０
億
円
に
な
れ
ば
、

本
県
は
山
形
の
県
内
総
生
産
に
追
い

つ
け
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
当

社
は
こ
の
う
ち
の
１
社
に
な
り
た

い
。
県
内
に
本
社
を
置
き
な
が
ら
事

業
を
広
域
化
し
て
、
県
内
に
利
潤
を

も
た
ら
し
た
い
の
で
す
。
地
方
企
業

が
自
立
し
て
経
済
活
動
を
展
開
で
き

れ
ば
、
若
い
世
代
が
就
け
る
職
種
も

増
え
て
い
き
ま
す
。
大
規
模
事
業
で

は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
詳
し
い
財
務

担
当
者
や
、
法
務
の
プ
ロ
と
い
っ
た

人
材
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
一
つ
の

企
業
が
多
様
な
専
門
性
を
持
つ
人
材

を
雇
用
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
県
外
の
大
学

に
進
学
し
た
人
た
ち
が
、
県
内
企
業

を
選
び
や
す
く
な
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
経
営
者
の
努

力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
し
、
自
治
体
の

支
援
も
必
要
で
す
」

　
―
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
計
画
は
株
式
上

場
を
目
指
す
と
�
年
に
表
明
し
ま
し

た
。
そ
の
狙
い
は
。

　
「
上
場
が
実
現
す
れ
ば
、
金
融
機

関
の
融
資
や
フ
ァ
ン
ド
の
出
資
に
加

え
、
市
場
か
ら
の
資
金
調
達
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
多
様
な
事
業
に
ス
ピ

ー
ド
感
を
も
っ
て
挑
戦
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
上
場
に
向
け
て
環

境
、
社
会
、
企
業
統
治
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
中
長
期
的
に
緻
密

な
事
業
計
画
を
立
て
て
、
計
画
を
遅

延
さ
せ
ず
に
進
め
て
い
く
た
め
の
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
組
織
づ
く
り
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
―
県
内
に
本
社
を
置
く
上
場
企
業

は
２
社
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
現
状
を

ど
う
み
て
い
ま
す
か
。

　
「
上
場
が
ベ
ス
ト
な
選
択
か
ど
う

か
は
企
業
に
よ
り
異
な
る
で
し
ょ
う

が
、
当
社
が
新
規
上
場
を
実
現
す
る

こ
と
で
、
県
内
の
若
い
起
業
家
に
刺

激
を
与
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
い
起
業
家
の
皆
さ
ん
に
『
秋
田
で

も
上
場
で
き
る
ん
だ
』
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
う
れ
し
い

で
す
」

　
ひ
ら
の
・
ひ
さ
き
　
１
９
６
７
年
潟
上
市
生
ま
れ
。
�
年
衆
議
院
議
員
秘

書
。
�
年
平
野
建
設
（
現
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
計
画
）
取
締
役
。
�
年
か
ら
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
計
画
取
締
役
社
長
。
２
０
１
３
年
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ

ル
エ
ナ
ジ
ー
取
締
役
社
長
。
秋
田
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
。
秋
田
市
住
。

　産業廃棄物処理や再生可能エネルギー事業を手掛けるユナ

イテッド計画（潟上市）は、環境負荷の低減と経済成長を経

営の根幹に据えて事業展開を図ってきました。同社は、国連

が掲げる「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」のうち、「気

候変動に具体的な対策を」「働きがいも経済成長も」などの

達成に貢献するため、事業の拡大を一層進める方針です。平

野久貴社長に、事業の歩みや今後の展望を聞きました。

　
―
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
取
り
組
み

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
秋
田
事
業
所
で
は
、
第
１
焼
却
炉

の
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
回
収
、
再
利
用
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。
産
業
廃
棄
物
を
燃
や
し
て
発
生

す
る
熱
を
発
電
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
抑
制
し
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
削
減
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
再
エ
ネ
の
分
野
で
は
、
秋
田

市
で
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を
運
営
す
る

ほ
か
、
宮
城
県
仙
台
市
と
石
巻
市
で
大

規
模
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
を
進

め
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
環
境
に

関
す
る
行
動
目
標
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、当
社
の
事
業
活
動
と
合
致
し
ま
す
。

５
月
に
移
転
す
る
本
社
の
社
屋
に
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
掲
げ
る
予
定

で
す
」

　
―
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
効
果
は

ど
れ
だ
け
得
ら
れ
ま
す
か
。

　
「
第
１
焼
却
炉
の
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を

年
間
約
４
５
０
０
㌧
余
り
削
減
で
き
ま

す
。
建
設
中
の
第
２
焼
却
炉
で
も
サ
ー

マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
計
画
で
、
来

年
春
に
運
転
開
始
と
な
る
見
込
み
。
こ

れ
に
よ
り
廃
棄
物
の
処
理
量
が
増
え
ま

す
し
、
一
方
の
焼
却
炉
の
定
期
修
繕
中

も
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
円
滑
な
事
業
運
営
に
つ
な
が
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
―
環
境
へ
の
対
応
を
重
視
す
る
の

は
、
な
ぜ
で
す
か
。

　
「
国
内
で
は
か
つ
て
、
産
業
廃
棄
物

の
汚
水
処
理
な
ど
が
社
会
問
題
と
な
り

ま
し
た
。
産
廃
処
理
に
い
い
印
象
を
持

た
な
い
県
民
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ

う
し
た
経
緯
か
ら
、
私
も
含
め
て
同
世

代
の
産
業
廃
棄
物
処
理
業
に
関
わ
る
経

営
者
は
『
業
界
全
体
で
し
っ
か
り
対
応

す
べ
き
だ
』
と
い
う
意
識
を
強
く
持
っ

て
い
ま
す
。
当
社
も
最
終
処
分
場
か
ら

汚
水
が
流
れ
出
な
い
よ
う
に
処
理
施
設

を
整
備
し
た
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め

た
り
し
て
、
環
境
基
準
を
満
た
す
設
備

を
整
え
、運
用
し
て
き
ま
し
た
。潟
上
市

に
最
終
処
分
場
を
設
け
た
際
の
住
民
説

明
会
に
は
、
農
業
や
環
境
に
詳
し
い
方

々
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。『こ

の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
ほ
し
い
』
と
建

設
的
な
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
、
当

社
も
こ
れ
に
応
え
て
努
力
し
ま
し
た
。

地
域
の
方
に
恵
ま
れ
、
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　
―
再
エ
ネ
発
電
に
乗
り
出
し
た
狙
い

は
。

　
「
２
０
１
２
年
に
再
エ
ネ
の
固
定
価

格
買
い
取
り
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
が
整
備

さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
発
電
事

業
に
参
入
し
ま
し
た
。
新
た
な
制
度
の

整
備
や
規
制
緩
和
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
当
社
は
廃
棄
物
処
理
の
プ
ラ

ン
ト
を
運
営
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
発
電
に

関
す
る
技
術
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
挑

戦
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
。
政
府

は
こ
れ
ま
で
、
国
内

の
電
源
構
成
に
占
め

る
再
エ
ネ
の
比
率

を
、
�
年
ま
で
に
�

～
�
％
に
高
め
る
方

針
で
し
た
。
現
政
権

は
こ
の
動
き
を
さ
ら

に
進
め
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
�
年

ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
と
表
明
し
ま
し

た
。
再
エ
ネ
の
普
及

は
一
層
加
速
す
る
で

し
ょ
う
。
化
石
燃
料

な
ど
の
資
源
が
乏
し

い
日
本
に
合
っ
て
い

る
政
策
だ
と
思
い
ま
す
し
、
電
源
の
分

散
化
も
進
み
ま
す
。
日
本
の
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
産
業
別
に
み
る
と
、
発

電
事
業
関
連
は
全
体
の
４
割
に
及
ぶ
そ

う
で
す
。
当
社
は
こ
の
抑
制
に
積
極
的

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」

　
―
再
エ
ネ
発
電
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
展
望
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

　
「
今
後
は
発
電
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た

め
に
、
発
電
所
の
大
規
模
化
と
高
効
率

化
が
進
ん
で
い
く
で
し
ょ
う
。
当
社
は

こ
れ
に
備
え
、
建
設
中
の
大
規
模
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
の
運
営
を
通
し
て
、
技

術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
」

　土木工事業に参入。

　法人化。有限会社平野建設を

設立。

　潟上市昭和に潟上事業所（現

リサイクリングヒルズ潟上）を

開設。産業廃棄物処理業に参入。

　ユナイテッド計画株式会社に

組織商号変更。

　創業。潟上市昭和に平野産業

を設立。建設資材の運搬事業を

手掛ける。

▷事業内容＝産業廃棄物処

理、再エネ開発・運営、土

木・舗装工事

▷資本金＝１億円

▷売上高＝�億６７００万円

（�年３月期）

▷従業員数＝�人

▷本社所在地＝潟上市昭和

豊川槻木字槻�の１

▷ホームページ＝ｈｔｔｐ：／

／ｗｗｗ．ｕｎｉｔｅｄ－ｋ．ｊｐ／

県
産
木
材
を
活
用
す
る

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
リ
ニ
ュ

ー
ア
ブ
ル
エ
ナ
ジ
ー

　
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
計
画
が
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
事
業
へ
の
参
入
を

決
め
た
の
は
２
０
１
１
年
。
翌

�
年
に
国
が
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
を
見
据
え
た
判
断

で
し
た
。

　
�
年
に
は
、
県
内
金
融
機
関

な
ど
の
協
力
を
得
て
、
都
内
の

再
エ
ネ
事
業
者
ら
と
、
秋
田
市

に
特
別
目
的
会
社
「
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
エ
ナ
ジ

ー
」
を
設
立
。
�
年
に
本
格
稼

働
し
、
売
電
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
発
電
所
の
最
大
出
力
は

約
２
万
㌗
。
年
間
発
電
量
は
１

億
３
千
万
㌗
時
で
、
一
般
家
庭

４
万
世
帯
分
を
賄
え
る
と
試
算

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
産
未
利
用
材
を
主
な
燃
料

と
し
て
お
り
、
そ
の
比
率
は
８

割
に
上
り
ま
す
。
本
県
の
森
林

資
源
を
生
か
し
、
県
内
各
地
か

ら
木
材
を
調
達
す
る
こ
と
で
、

林
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
狙

い
が
あ
り
ま
す
。

秋田事業所の第１焼却炉

　秋田事業所（リサイクリングワー

フ秋田）の第１焼却炉は、発電施設

を併設した産業廃棄物処理施設。直

径約４㍍、長さ約�㍍の円筒形ロー

タリー式溶融炉を備え、廃棄物を１１

００～１３００度の高温で溶融します。年

間約３万㌧、１日当たり�㌧の廃棄

物を処理できます。

　廃材やプラスチック、医療廃棄物、

廃酸、廃アルカリなどの処理が可能。

フライアッシュ（燃焼の時に生じる

灰）に含まれる金属などは資源とし

て再利用されます。環境省から低濃

度ＰＣＢ廃棄物の無害化処理施設と

して認可を受けており、多様な産業

廃棄物処理とリサイクルに対応して

います。

　溶融炉の廃熱を活用し、蒸気ター

ビンを回して発電を行っていること

も大きな特徴です。廃棄物処理に用

いる電気の一部を自社の発電設備で

賄うことで、二酸化炭素の排出量削

減につなげています。

　隣接地では、第２焼却炉の増設計

画も進んでいます。現在、プラント

の設計と基礎部分の建設工事が同時

進行中。�年４月の試運転開始、同

５月の本格稼働を目指しており、１

日当たりの廃棄物処理量は、さらに

�㌧増える見通しです。

杜の都バイオマスエナジー

㊤と石巻ひばり野バイオマ

スエナジーの完成予想図

　
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
計
画
は
近

年
、
県
外
で
の
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
事
業
に
も
積
極
的
に
乗
り
出

し
て
い
ま
す
。
宮
城
県
で
は
、

仙
台
市
の
仙
台
港
と
石
巻
市
の

石
巻
港
で
昨
年
、
新
た
な
発
電

所
の
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
両
発
電
所
の
最
大
出
力
は
そ

れ
ぞ
れ
約
７
万
５
千
㌗
。
年
間

発
電
量
は
一
般
家
庭
約
�
万
世

帯
分
の
電
力
使
用
量
に
相
当
す

る
計
画
で
す
。
�
年
に
運
転
を

開
始
す
る
予
定
で
、
燃
料
に
１

０
０
％
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
使

用
す
る
発
電
所
と
し
て
は
、
国

内
最
大
級
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
仙
台
市
の
発
電
所
の
運
営
を

も
り

み
や
こ

担
う
の
は
合
同
会
社
「
杜
の
都

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ナ
ジ
ー
」
（
東

京
）
。
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
計
画
、

再
エ
ネ
事
業
を
手
掛
け
る
「
レ

ノ
バ
」
（
同
）
、
み
ず
ほ
リ
ー

ス
（
同
）
、
住
友
林
業
（
同
）

な
ど
が
出
資
し
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　
石
巻
市
の
発
電
所
は
レ
ノ

バ
、
み
ず
ほ
リ
ー
ス
、
東
京
ガ

ス
（
同
）
な
ど
と
共
同
出
資
し

た
合
同
会
社
「
石
巻
ひ
ば
り
野

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ナ
ジ
ー
」
（同
）

が
事
業
主
体
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
発
電
所
は
、

北
米
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
と
東
南

ア
ジ
ア
の
パ
ー
ム
ヤ
シ
殻
を
燃

料
と
す
る
見
込
み
。
東
日
本
大

震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

仙
台
、
石
巻
両
港
の
活
性
化
に

貢
献
し
た
い
考
え
で
す
。


